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活動銀河核 PDS 456は、中心ブラックホール (BH)近傍から高階電離した重元素が光速の 0.3倍で放出される
Ultra fast outflow(UFO)が恒常的に観測される天体である。また激しい光度変動を示し、BH近傍のコロナから
の一次 X線の変動 (Reeves et al. 2021)や outflowの吸収体の変動 (Behar et al. 2010)などの多様な変動が観測
されている。我々は 2024年 3月に可視・X線帯域の 6つの望遠鏡、XRISM・NuSTAR・XMM-Newton・Swift・
NICER・せいめいを用いて PDS 456を観測した。Swiftにより 3/9 ‒ 3/11間に 0.3 ‒ 10 keV帯域で約 1桁増光
し、数日で減光する現象が確認された。このフレアの発生機構を探るため、コロナからの一次X線成分が精度良
く定まる硬X線帯域を観測できるNuSTARのスペクトルを解析した。その結果、フレアから静穏期までカウント
レートが 1/8倍になり、光速の 0.26倍のUFOによる P Cygniプロファイルも確認された。さらに、軟X線に感
度を持つXRISM/XtendとXMM-Newtonのデータで吸収の影響の評価を進めている。本講演では、NuSTAR・
XRISM/Xtend・XMM-Newtonを用いたスペクトル解析結果を報告し、フレアの物理的機構を議論する。


